
金
滞
古
蹟
志
巻
叶
二

寺
も
愛
宕
明
王
院
た
ど
L
同
じ
く
‘
小
立
野
漣
に
あ
り
た
る
た
ら

ん
。
奮
寺
地
の
事
詳
か
・
な
ら
宇
。
又
観
音
堂
村
は
石
川
郡
寺
中
町
の

隣
邑
に
て
、
観
音
堂
の
跡
と
て
、
石
像
の
観
音
を
安
置
せ
り
と
い
へ

hυ

。
。
抑
辰
鐙
宕
社
社

共
の
地
は
賢
聖
坊
の
向
ひ
、
寅
泉
坊
の
隣
地
た
り
。
延
寅
二
年
明
王

院
由
来
書
に
云
ふ
。
蛍
寺
愛
宕
は
、
利
家
卿
以
来
新
鱒
所
に
て
、
金

滞
山
愛
宕
寺
明
王
院
と
続
し
、
小
立
野
本
多
安
房
屋
敷
地
に
不
v
成
以

前
有
v
之
蕗
、
利
長
卿
越
中
よ
り
金
津
御
入
城
後
、
御
城
鬼
門
先
へ
愛

宕
堂
建
立
可
v
仕
困
問
被
=
仰
出
一
慶
長
六
年
卯
辰
山
へ
移
縛
.
本
位
・
奔

殿
・
石
階
・
鳥
居
・
門
等
は
趨
戯
曲
有
v

之
。
と
あ
り
。
三
登
記
に
、
愛
宕

祉
は
菅
佐
久
間
玄
審
金
津
在
携
の
頃
よ
り
存
在
せ
し
祉
に
で
、
利
長

卿
も
甚
だ
信
仰
し
給
へ
り
と
あ
る
も
、
則
此
の
愛
宕
祉
の
事
た
り
。

金
揮
の
愛
宕
は
‘
小
立
野
賓
艦
寺
の
愛
宕
と
雨
祉
に
て
、
爾
愛
宕
と

呼
ぺ
り
。
利
長
卿
の
親
翰
に
も
、
雨
あ
た
ど
よ
り
の
す
み
つ
き
見
申

候
。
大
た
ど
ん
よ
り
我
々
代
ま
で
、
正
・
五
・
九
月
の
き
た
う
あ
た
ご

よ
り
せ
ら
れ
候

τ‘
い
ま
も
っ
て
ま
へ
の
ご
と
く
に
よ
く
候
。
と
・
蛾

せ
給
へ
り
。
文
篠
原
出
mm
守
の
判
書
に
も
、
宮
山
様
よ
り
御
書
頂
獄
、

重
き
取
扱
の
寺
柄
友
り
し
か
ど
‘
明
治
二
年
に
復
飾
し
て
桃
司
常
男

と
改
稿
し
、
紳
臓
と
成
り
、
同
五
年
十
一
月
卯
辰
愛
宕
駐
の
岡
裁
に

佳
ぜ
ら
れ
し
が
、
幾
程
も
-
泣
く
残
し
、
共
の
嗣
子
も
友
〈
、
翌
六
年

盟
圏
一
脚
駐
へ
合
併
相
成
り
、
迭
に
桃
司
の
家
は
絶
え
た
り
け
り
。

。

袋

岩

山

三
笠
飽
に
一
民
ふ
。
別
賞
明
王
院
二
代
の
住
職
退
院
の
時
、
師
匠
の
坊

・
な
れ
ば
と
て
、
愛
宕
よ
り
観
音
山
に
隠
居
し
、
則
ち
観
音
堂
を
建
立

し
此
に
居
す
。
故
に
愛
宕
・
観
音
雨
山
に
成
り
た
り
。
往
古
は
愛
宕

の
山
左
り
と
一
宮
ふ
。
と
あ
り
て
、
昔
は
観
音
山
の
地
へ
か
け
愛
宕
山

と
呼
ぴ
た
り
し
と
聞
ゆ
。

O
袋
宕
坂
跡

明
王
院
門
前
よ
り
愛
宕
枇
へ
登
る
坂
路
に
て
、
従
前
は
石
階
あ
り
て

趨
念
の
坂
路
た
り
0
9

坂
路
の
上
に
門
あ
り
て
、
そ
れ
よ
り
愛
宕
山
と

呼
ぺ
h
y
o

明
治
六
年
枇
殿
を
慶
せ
し
比
、
石
階
を
も
厳
し
、
今
は
遺

跡
あ
る
の
み
。

。
鍾
宕
門
前

明
王
院
門
前
と
も
呼
ぺ
り
。
此
の
地
は
愛
宕
山
の
下
に
て
、
饗
海
中

は
愛
宕
枇
の
門
前
地
た
り
。
町
家
数
戸
あ
り

τ
‘
地
税
を
牧
納
せ
し

金
揮
官
蹴
志
血
管
骨
ニ

四
J、

正
・
五
・
九
月
の
御
祈
勝
不
昌
相
替
-
雨
設
定
へ
被
昌
仰
付
吋
と
も
飽
蛾
せ

り
。
三
輩
記
に
、
慶
長
十
四
年
富
山
城
火
災
に
付
、
高
岡
に
新
城
を

築
き
、
利
長
卿
移
徒
の
時
.
波
渚
寺
法
印
・
雨
愛
宕
法
印
来

τ
御
新

橋
被
=
何
付
↓
と
あ
り
。
雨
愛
宕
法
印
は
、
卯
辰
の
愛
宕
明
王
院
と
小
立

野
の
震
宕
賀
随
寺
と
の
雨
別
賞
た
り
。
奮
海
中
は
雨
枇
共
に
新
鰭
所

に
て
、
枇
殿
も
各
e
務
費
治
替
る
り
し
か
ど
、
明
治
二
年
紳
悌
混
稀

御
陵
止
に
付
き
、
明
王
院
は
復
飾
し
て
紳
臓
と
成
り
、
貸
随
寺
は
願

に
依
り

τ復
飾
せ
ざ
り
し
故
に
、
小
立
野
の
愛
宕
祉
は
卯
辰
愛
宕
へ

合
併
に
成
り
、
紳
像
を
ば
卯
辰
愛
宕
枇
へ
漣
座
せ
し
か
ど
.
卯
辰
愛

宕
駐
に
氏
子
も
友
く
、
位
殿
永
績
の
目
途
立
た
宇
、
遅
々
破
壕
す
る

に
依
り
て
、
明
治
六
年
に
盟
国
紳
祉
へ
合
併
し
、
位
殿
等
を
破
却
し
、

今
は
遺
畿
の
み
と
成
り
た
り
け
り
。

。
愛
宕
山
明
王
院
枇

明
王
院
は
貿
言
宗
に
て
、
愛
宕
祉
の
別
賞
也
。
延
寅
二
年
の
由
来
書

に
、
営
枇
愛
定
位
は
、
高
徳
公
以
来
御
前
鱒
所
に
て
、
金
滞
山
愛
宕

寺
明
王
院
と
競
し
、
草
創
開
基
之
年
代
、
奮
記
等
無
v
之
不
v
詳
。
と

あ
り
。
鶴
藩
中
は
、
小
立
野
貸
蛾
寺
と
此
の
明
王
院
と
を
雨
愛
宕
別

賞
と
稽
し
.
民
言
宗
の
燭
頭
を
勤
め
、
寺
位
奉
行
の
直
支
配
に

τ、' 

か
ど
、
康
器
後
門
前
地
は
一
般
に
慶
止
せ
ら
れ
た
り
。

O
愛
宕
下
町

元
総
丸
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
愛
宕
下
町
。
と
あ
り
。
按
宇
る

に
、
延
寅
二
年
明
王
院
由
来
替
に
、
寺
之
道
町
遜
り
脇
九
尺
・
長
さ

百
二
拾
間
奔
領
、
則
寄
付
所
持
仕
候
。
共
後
陽
庚
公
之
時
、
西
尾
隼

人
を
以
.
愛
宕
堂
之
道
筋
幅
三
聞
に
長
さ
廿
三
間
之
所
拝
領
仕
。
と

あ
り
。
'
右
枇
寺
の
道
路
は
‘
愛
定
下
町
と
呼
ぴ
た
る
町
地
の
漣
た
る

べ
し
と
い
へ
り
。
但
し
右
下
町
は
地
子
町
た
れ
ば
、
葬
領
地
友
る
道

路
は
、
所
鯖
愛
宕
門
前
と
呼
ぴ
た
る
町
地
怠
る
ぺ
し
。

。
う
ぎ
や
ζ

橋

へ名余
り今津
。は橋
絶梁
え飽
たに

えぅ
揺 ぎ

宕士
山 1

m 橋

議担
下臥

あな
たる

h ・ ど

苅主
の‘古
橋と
1.1:あ
るり

o 

" し止b
との
い橋

。

鍾

宕

町

今
愛
宕
一
番
丁
・
愛
定
二
番
丁
・
愛
宕
三
番
丁
た

E
L
呼
ぺ
り
。
此
の

地
は
元
職
以
前
よ
り
、
愛
宕
門
前
・
愛
宕
下
町
或
は
茶
屋
町
た
ど
呼

ぴ
来
り
し
町
々
を
ぽ
‘
都
て
愛
宕
町
と
も
愛
宕
何
番
丁
と
も
呼
ぴ
し

走
り
。

四
九




